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1. 平成31年3月期第3四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第3四半期 24,050 △24.3 903 △58.4 1,181 △51.0 693 △57.4

30年3月期第3四半期 31,753 44.0 2,168 113.8 2,408 89.9 1,630 91.0

（注）包括利益 31年3月期第3四半期　　577百万円 （△69.8％） 30年3月期第3四半期　　1,913百万円 （387.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第3四半期 42.31 ―

30年3月期第3四半期 90.43 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年3月期第3四半期 33,437 22,315 65.1 1,326.57

30年3月期 35,141 22,289 61.8 1,323.77

（参考）自己資本 31年3月期第3四半期 21,756百万円 30年3月期 21,710百万円

（注）第１四半期連結会計期間の期首より、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を適用したため、

　　　平成30年３月期につきましては遡及適用後の数値を記載しております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 14.00 ― 19.00 33.00

31年3月期 ― 11.00 ―

31年3月期（予想） 11.00 22.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 △20.9 1,400 △42.8 1,700 △35.3 1,200 △33.4 73.17

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期3Q 18,220,000 株 30年3月期 18,220,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期3Q 1,819,256 株 30年3月期 1,819,250 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期3Q 16,400,749 株 30年3月期3Q 18,026,402 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は、今後様々な要因により予想数値と
異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の売上高は240億５千万円と前年同四半期と比べ77億２百万円(24.3％減)の減収となりま

した。

営業利益は９億３百万円と前年同四半期と比べ12億６千５百万円(58.4％減)の減益、経常利益は11億８千１百万円

と前年同四半期と比べ12億２千７百万円(51.0％減)の減益、親会社株主に帰属する四半期純利益は６億９千３百万円

と前年同四半期と比べ９億３千６百万円(57.4％減)の減益となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントごとの業績をより適正に評価管理するため、当社の共通費の

配賦基準を見直し、事業セグメントの利益または損失の算定方法の変更を行っております。

　このため、前第３四半期連結累計期間の各セグメントの営業利益については変更後の算定方法により組替えて比較

を行っております。

・設備部門

設備部門は、塗装設備納入等の減少により売上高は174億２千２百万円と前年同四半期と比べ66億２千９百万

円（27.6％減)の減収、営業利益は17億２千６百万円と前年同四半期と比べ８億４千５百万円(32.9％減)の減益

となりました。

・自動車部品部門

自動車部品部門は、内装部品及び外装部品の生産・販売の減少により売上高は66億２千８百万円と前年同四

半期と比べ10億７千３百万円(13.9％減)の減収、営業利益は３億５千１百万円と前年同四半期と比べ３億９千

７百万円(53.1％減)の減益となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

流動資産は、前連結会計年度末に比べて7.0％減少し、214億５千万円となりました。これは、受取手形及び売掛

金が32億６千５百万円減少、現金及び預金が22億５千４百万円増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.8％減少し、119億８千６百万円となりました。これは、投資その他の

資産のその他が１億２千４百万円減少したことなどによります。

この結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べて4.9％減少し、334億３千７百万円となりました。

(負債)

流動負債は、前連結会計年度末に比べて16.4％減少し、88億３千５百万円となりました。これは、支払手形及び

買掛金が８億４千万円減少、電子記録債務が４億７百万円減少したことなどによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて0.4％増加し、22億８千５百万円となりました。これは、退職給付に係る

負債が６千６百万円増加、その他が５千３百万円減少したことなどによります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて13.5％減少し、111億２千１百万円となりました。

(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて0.1％増加し、223億１千５百万円となりました。これは、利益剰余金

が２億１百万円増加したことなどによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 平成31年３月期の業績予想につきましては、平成30年４月27日に公表いたしました予想に変更ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,237,931 9,492,165

受取手形及び売掛金 12,120,344 8,855,034

電子記録債権 2,544,592 1,669,916

製品 29,195 35,282

仕掛品 411,616 727,344

原材料 443,289 458,431

その他 271,582 212,749

貸倒引当金 △138 △86

流動資産合計 23,058,413 21,450,836

固定資産

有形固定資産

土地 5,232,607 5,232,097

その他（純額） 3,628,587 3,670,947

有形固定資産合計 8,861,195 8,903,045

無形固定資産 165,087 156,521

投資その他の資産

その他 3,074,471 2,949,749

貸倒引当金 △17,313 △22,682

投資その他の資産合計 3,057,158 2,927,067

固定資産合計 12,083,442 11,986,633

資産合計 35,141,855 33,437,469

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,735,596 2,894,883

電子記録債務 4,179,064 3,771,293

未払法人税等 439,959 166,033

賞与引当金 691,285 314,168

役員賞与引当金 68,031 59,495

完成工事補償引当金 51,516 60,946

その他 1,409,660 1,568,718

流動負債合計 10,575,114 8,835,540

固定負債

役員退職慰労引当金 163,017 158,377

退職給付に係る負債 1,330,324 1,396,980

その他 783,850 730,604

固定負債合計 2,277,191 2,285,961

負債合計 12,852,306 11,121,501
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,311,000 1,311,000

資本剰余金 790,542 790,542

利益剰余金 20,368,965 20,570,827

自己株式 △1,613,719 △1,613,723

株主資本合計 20,856,787 21,058,646

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 994,106 889,097

為替換算調整勘定 288,823 174,940

退職給付に係る調整累計額 △428,847 △365,927

その他の包括利益累計額合計 854,082 698,110

非支配株主持分 578,679 559,211

純資産合計 22,289,549 22,315,967

負債純資産合計 35,141,855 33,437,469
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 31,753,057 24,050,833

売上原価 26,564,637 19,964,336

売上総利益 5,188,420 4,086,496

販売費及び一般管理費 3,020,219 3,183,463

営業利益 2,168,200 903,032

営業外収益

受取利息 61,760 54,075

受取配当金 44,887 47,333

持分法による投資利益 124,213 159,975

雑収入 22,170 57,237

営業外収益合計 253,031 318,622

営業外費用

固定資産除却損 7,099 13,427

関係会社清算損 2,967 －

為替差損 － 14,385

雑支出 2,494 12,399

営業外費用合計 12,561 40,212

経常利益 2,408,670 1,181,442

税金等調整前四半期純利益 2,408,670 1,181,442

法人税等 761,474 447,986

四半期純利益 1,647,196 733,455

非支配株主に帰属する四半期純利益 17,153 39,570

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,630,042 693,884
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 1,647,196 733,455

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 168,083 △105,008

繰延ヘッジ損益 336 －

為替換算調整勘定 126,447 △105,526

退職給付に係る調整額 △38,409 62,920

持分法適用会社に対する持分相当額 9,680 △8,773

その他の包括利益合計 266,137 △156,387

四半期包括利益 1,913,333 577,067

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,880,002 537,912

非支配株主に係る四半期包括利益 33,330 39,154
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合は、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

決算短信（宝印刷） 2019年01月30日 18時50分 7ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



－8－

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２設備部門
自動車部品

部門
計

売上高

外部顧客への売上高 24,051,354 7,701,703 31,753,057 ― 31,753,057

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 24,051,354 7,701,703 31,753,057 ― 31,753,057

セグメント利益 2,572,122 748,421 3,320,543 △1,152,342 2,168,200

　(注)１.セグメント利益の調整額△1,152,342千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（主に報告セグメ

ントに帰属しない一般管理費)であります。

　 ２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２設備部門
自動車部品

部門
計

売上高

外部顧客への売上高 17,422,186 6,628,646 24,050,833 ― 24,050,833

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 17,422,186 6,628,646 24,050,833 ― 24,050,833

セグメント利益 1,726,699 351,263 2,077,962 △1,174,930 903,032

　(注)１.セグメント利益の調整額△1,174,930千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（主に報告セグメ

ントに帰属しない一般管理費）であります。

　 ２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間より、報告セグメントごとの業績をより適正に評価管理するため、当社の共通費の配

賦基準を見直し、事業セグメントの利益または損失の算定方法の変更を行っております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の算定方法により作成したものを記載

しております。
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